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一

は
じ
め
に

北
村
季
吟
著
『
枕
草
子
春
曙
抄
』（
延
宝
二
年
〈
一
六
七
四
〉
七
月
成
立

〈
自
跋
〉）（
以
下
、『
春
曙
抄
』
と
す
る
）
は
、
明
治
に
至
る
ま
で
複
数
の
書

肆
に
よ
っ
て
た
び
た
び
刷
行
さ
れ
、『
枕
草
子
』
の
流
布
本
的
位
置
を
占
め

た
注
釈
書
で
あ
る
。

そ
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
既
に
野
村
貴
次
氏
（
1
）、
荒
滝
雅
俊
氏
（
2
）、
山
崎
正
伸

氏
（
3
）の
研
究
が
あ
り
、
覆
刻
版
の
存
在
や
、
季
吟
自
身
に
よ
っ
て
数
次
の
修
訂

が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
諸
本
の
関
係
や
系
統
が
十
分
に
明
ら
か
に
な
っ
た
と
は
い
え
ず
、

い
ず
れ
の
伝
本
を
初
版
初
印
と
認
め
る
か
に
つ
い
て
も
説
が
分
か
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
匡
郭
縦
寸
と
本
文
異
同
と
の
比
較
調
査
に

よ
り
、『
春
曙
抄
』
の
諸
本
系
統
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
併

せ
て
覆
刻
が
行
わ
れ
た
経
緯
や
、
書
肆
間
で
の
板
木
の
移
動
の
様
相
、
及
び
、

各
書
肆
の
板
木
の
利
用
状
況
に
も
考
察
を
及
ぼ
す
こ
と
と
す
る
。

二
『
春
曙
抄
』
の
刊
記

『
春
曙
抄
』
は
、
跋
文
に
あ
る
「
延
宝
二
年
甲
寅
七
月
十
七
日
」
よ
り
さ

ほ
ど
時
を
経
ぬ
頃
か
ら
、
明
治
に
か
け
て
、
二
百
数
十
年
も
の
あ
い
だ
刷
り

続
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
こ
と
は
奥
付
か
ら
も
窺
え
る
。『
春
曙
抄
』
に
は
、

壺
井
義
知
著
・
多
田
義
俊
校
『
清
少
納
言
枕
草
紙
装
束
撮
要
抄
』（
以
下
、

『
装
束
抄
』
と
す
る
）
が
附
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
た
め
、『
装
束
抄
』
の
刊
記

も
併
せ
て
以
下
に
列
挙
す
る
（
4
）。
略
称
は
私
に
附
し
た
。

（
一
）
無
刊
記
本

『
春
曙
抄
』
（
無
刊
記
）

（
二
）
上
坂
本

『
春
曙
抄
』
（
無
刊
記
）

『
装
束
抄
』
皇
都

四
条
通
京
極
西
入
町
／
享
保
十
四

年
己
酉
卯
月
下
旬

上
坂
勘
兵
衛
源
兼
勝

発
梓

（
三
）
山
崎
本

『
春
曙
抄
』
（
無
刊
記
）
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板
本
『
枕
草
子
春
曙
抄
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―
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考
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を
中
心
に
―
―



『
装
束
抄
』
寛
政
元
巳
戌
年

（
マ
マ
）

初
冬
／
本
石
町
通
十
軒
店

／
山
崎
金
兵
衛
梓
（
5
）

（
四
）
伊
八
高
橋
本
『
春
曙
抄
』
寛
政
六
甲
寅
年
七
月
購
版
／
江
都
書
林

東
叡
山
池
之
端
仲
町

須
原
屋
伊
八
／
同

町

高
橋
与
惣
治
（
6
）

『
装
束
抄
』
寛
政
元
巳
戌
年

（
マ
マ
）

初
冬
（
7
）

（
五
）
伊
三
郎
本

『
春
曙
抄
』
寛
政
六
甲
寅
年
七
月
購
版
／
江
戸
浅
草
茅

町
二
丁
目

須
原
屋
伊
三
郎
（
8
）

（
六
）
伊
八
本

『
春
曙
抄
』
寛
政
六
甲
寅
年
七
月
購
版
／
江
戸
浅
草
茅

町
二
丁
目

須
原
屋
伊

八
（
9
）

（
七
）
橋
本
本

『
春
曙
抄
』
寛
政
六
甲
寅
年
七
月
購
版

江
戸
浅
草
茅
町
二
丁
目

須
原
屋

伊
八
／
明
治
二
十
年
九
月
求
版
主

東
京
南
葛
飾
郡
寺
島
邨

千
百
十
七
番
地

橋
本
幸
蔵
（

）
10

（
八
）
博
文
館
本

『
春
曙
抄
』
明
治
廿
七
年
五
月
十
九
日
翻
刻
〈
印
／
刷
〉
／
同
年
五
月
廿
二

日
発
行
／
〈
発
行
兼
／
印
刷
者
〉
大
橋
新
太
郎
／
日
本
橋
区
本

町
三
丁
目
八
番
地
／
発
行
書
肆
〈
東
京
同
町
／
博
文
館
〉

現
存
の
伝
本
は
刊
記
に
よ
っ
て
以
上
の
八
種
に
大
別
さ
れ
る
（

）。
本
稿
で
は
、

11

【
附
記
】
に
示
し
た
①
無
刊
記
（
春

）
か
ら
⑱
博
文
館
（
春

）
ま
で
の

334

386

本
を
主
と
し
て
取
り
扱
う
。
な
お
、【
附
記
】
に
書
誌
を
示
し
た
伝
本
に

18つ
い
て
は
略
称
を
用
い
る
。

こ
れ
ら
の
伝
本
に
つ
い
て
異
同
を
調
査
し
、
併
せ
て
全
丁
の
匡
郭
縦
寸
（

）を
12

比
較
し
た
（

）。
紙
幅
の
都
合
で
全
丁
に
つ
い
て
測
定
値
を
掲
出
す
る
こ
と
は
叶

13

わ
な
い
た
め
、
諸
本
間
の
差
異
が
顕
著
な
巻
十
一
の
匡
郭
縦
寸
の
み
を
【
表

一
】
と
し
て
本
稿
末
尾
に
附
す
。
こ
の
比
較
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
伝
本
に
用

い
ら
れ
て
い
る
板
木
は
、
匡
郭
縦
寸
の
長
短
に
よ
っ
て
、
原
版
と
覆
刻
版
と

の
二
種
に
弁
別
で
き
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

（
一
）
無
刊
記
本
の
内
に
は
、
総
て
原
版
を
用
い
た
も
の
と
総
て
覆
刻
版

を
用
い
た
も
の
と
が
あ
り
、
そ
の
他
に
数
種
、
そ
れ
ら
の
板
木
を
取
り
合
わ

せ
て
用
い
た
も
の
が
あ
る
。（
二
）
上
坂
本
の
内
、（
三
）
山
崎
本
の
内
に
も
、

板
木
の
取
り
合
わ
せ
方
が
数
通
り
存
在
す
る
。
そ
し
て
、（
四
）
伊
八
高
橋

本
以
降
は
板
木
の
取
り
合
わ
せ
方
が
一
定
と
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
同
じ
刊
記
を
有
す
る
伝
本
間
で
も
差
異
が
あ
る
た
め
、

刊
記
に
よ
る
分
類
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
ま
た
、
二
種
の
版
を
取
り
合
わ
せ

て
使
用
す
る
伝
本
が
存
在
す
る
た
め
、
本
文
異
同
に
よ
る
分
類
で
は
諸
本
を

十
分
に
弁
別
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
全
丁
の
計
測
が
可
能
な
匡

郭
縦
寸
に
よ
る
分
類
を
用
い
、
改
め
て
諸
本
系
統
を
整
理
す
る
こ
と
と
す
る
。

三

原
版
と
覆
刻
版

先
述
の
通
り
、（
一
）
無
刊
記
本
は
い
く
つ
か
の
伝
本
群
に
分
類
で
き
る
。

ま
ず
、（
一
）
無
刊
記
本
の
検
討
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
季
吟
が
使

用
し
た
「
慮
庵
」
印
の
押
し
て
あ
る
伝
本
群
で
あ
る
。
北
村
季
吟
古
註
釋
集

成
の
底
本
で
あ
る
大
和
屋
文
庫
蔵
本
（

）（
以
下
、「
大
和
屋
文
庫
本
」
と
す
る
）

14

の
他
、
①
無
刊
記
（
春

）・
②
無
刊
記
（
学

）・
③
無
刊
記
（
宣
長
）
な

334

5002
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ど
（

）が
こ
の
伝
本
群
に
属
す
る
。

15

こ
れ
ら
の
伝
本
は
取
り
合
わ
せ
本
な
ど
を
除
き
、【
表
一
】【
表
三
】
①
無

刊
記
（
春

）・
②
無
刊
記
（
学

）・
③
無
刊
記
（
宣
長
）
に
示
し
た
よ
う

334

5002

に
、
匡
郭
縦
寸
の
推
移
を
同
じ
く
す
る
。「
慮
庵
」
印
は
な
い
も
の
の
、
④

無
刊
記
（
春

）・
⑤
無
刊
記
（
春

）
も
①
②
③
の
伝
本
と
同
様
の
匡
郭

351

347

縦
寸
の
推
移
を
見
せ
る
た
め
、
同
版
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

ら
の
現
象
は
『
春
曙
抄
』
全

丁
に
お
い
て
同
様
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
こ

335

れ
ら
を
原
版
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
下
、
全
丁
を
通
じ
て
原
版
を
用

い
た
無
刊
記
の
伝
本
を
無
刊
記
本
（
原
版
）
と
呼
ぶ
。
な
お
、
①
無
刊
記

（
春

）
に
「
延
宝
六
午
文
月
上

競
」
と
の
識
語
が
あ
り
、
実
際
に
校
合

334
が
行
わ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
こ
れ
以
前
に
『
春
曙
抄
』
の
頒
布
が
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
（

）。
16

対
し
て
、
⑥
無
刊
記
（
神
宮
）
は
①
無
刊
記
（
春

）
に
比
し
て
、
匡
郭

334

縦
寸
が
平
均
し
て
〇
・
五
六
糎
ほ
ど
収
縮
し
て
お
り
（

）、
荒
滝
氏
（

）の
指
摘
す
る

17

18

通
り
、
覆
刻
版
を
用
い
た
伝
本
と
見
ら
れ
る
。
な
お
、
⑥
無
刊
記
（
神
宮
）

に
は
元
禄
六
年
に
奉
納
し
た
旨
の
識
語
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
以
前
に
は
覆
刻

版
が
作
製
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
以
下
、
全
丁
を
通
じ
て
覆
刻
版

を
用
い
た
無
刊
記
の
伝
本
を
無
刊
記
本
（
覆
刻
版
）
と
呼
ぶ
。

四

匡
郭
縦
寸
の
推
移
に
よ
る
版
の
同
定

さ
て
、
覆
刻
版
は
原
版
に
比
べ
て
匡
郭
縦
寸
が
縮
む
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
（

）。
そ
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
版
下
の
収
縮
（

）や
、
板
木
の
含
水
率
の
低

19

20

下
に
よ
る
板
木
自
体
の
収
縮
（

）で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
人
為
で
は
な
く
物
理
的

21

な
要
因
で
収
縮
を
見
せ
る
と
す
れ
ば
、
覆
刻
の
際
の
収
縮
率
に
は
自
ず
か
ら

偶
発
的
な
差
異
が
生
じ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
同
じ
版
下
を
用
い
た
と
し
て
も

匡
郭
縦
寸
が
全
く
同
じ
板
木
を
再
現
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
各
丁
の
匡

郭
縦
寸
の
現
れ
方
は
そ
れ
ぞ
れ
の
板
木
に
お
い
て
一
回
的
な
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
版
下
の
収
縮
や
、
板
木
の
含
水
率
の
低
下
が
収
縮
の
要
因
だ

と
す
る
と
、
こ
と
は
覆
刻
版
に
と
ど
ま
ら
ず
、
総
て
の
整
版
に
お
い
て
同
様

の
現
象
が
生
じ
よ
う
（

）。
22

一
方
、
同
版
に
お
い
て
も
、
伝
本
に
よ
っ
て
は
匡
郭
縦
寸
に
一
定
の
拡
縮

を
見
せ
る
場
合
が
あ
る
。【
表
一
】
を
参
照
さ
れ
た
い
。

例
え
ば
、
⑤
無
刊
記
（
春

）
は
早
印
の
①
無
刊
記
（
春

）
に
比
し
て
、

347

334

多
く
〇
・
一
〜
〇
・
二
五
糎
（
〇
・
三
五
糎
が
1
例
）
の
収
縮
を
見
せ
る
。

他
方
、
⑮
伊
三
郎
（
春

）
は
早
印
の
⑭
伊
八
高
橋
（
春

）
に
比
し
て

373

375

〇
・
〇
五
〜
〇
・
二
糎
の
拡
大
を
見
せ
、
⑱
博
文
館
（
春

）
は
早
印
の
⑯

386

伊
八
（
架
蔵
）
に
比
し
て
一
部
〇
・
〇
五
〜
〇
・
一
糎
の
拡
大
を
見
せ
る
。

こ
れ
ら
の
一
見
相
反
す
る
現
象
に
つ
い
て
は
、
板
木
の
含
水
率
に
よ
る
拡

縮
を
用
い
て
仮
説
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
者
の
無
刊
記
本
（
原
版
）
に
お
い
て
は
本
文
の
異
同
に
よ
っ
て
刷
り
の

先
後
が
判
明
す
る
が
、
一
般
に
後
印
本
に
な
る
ほ
ど
、
つ
ま
り
、
①
か
ら
⑤

の
順
で
、
収
縮
の
度
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
経
年
に

よ
る
板
木
の
含
水
率
の
低
下
に
よ
る
収
縮
現
象
と
見
ら
れ
る
。

後
者
の
⑮
伊
三
郎
（
春

）
と
⑱
博
文
館
（
春

）
と
は
そ
れ
ぞ
れ
前
述

373

386

の
早
印
本
に
比
し
、
版
面
が
顕
著
に
鮮
明
に
な
る
。
あ
く
ま
で
も
憶
測
に
過

ぎ
な
い
が
、
こ
れ
は
念
入
り
な
洗
浄
を
し
、
そ
の
際
に
吸
水
を
し
て
含
水
率

3



が
高
く
な
っ
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
を
証
明
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
が
、
版
面
の
状
態
と
刷
り
の
先
後
と
を
勘
案
す
る
と
、
今
次
の
調

査
か
ら
は
以
上
の
仮
説
が
導
か
れ
る
。
博
雅
の
御
示
教
を
請
う
。

と
も
あ
れ
、
同
版
に
お
い
て
は
、
匡
郭
縦
寸
の
拡
縮
が
全
丁
を
通
じ
て
ほ

ぼ
一
定
で
あ
る
た
め
、
匡
郭
縦
寸
の
推
移
が
ほ
ぼ
同
様
の
様
相
を
示
す
。
対

し
て
、
別
版
の
場
合
は
同
じ
丁
の
匡
郭
縦
寸
の
値
に
大
き
な
差
を
生
じ
る
こ

と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
匡
郭
縦
寸
の
推
移
を
比
較
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
版
を
同
定
で
き
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
な
お
、『
春

曙
抄
』
の
版
に
は
原
版
と
覆
刻
版
と
の
二
種
し
か
存
在
し
な
い
た
め
、
覆
刻

で
な
い
別
版
と
の
比
較
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
点
の
詳
細
な
検
証
に
つ
い

て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

五

本
文
異
同

従
来
、『
春
曙
抄
』
の
諸
本
に
は
複
数
の
本
文
異
同
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（

）。
23

【
表
二
】
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
稿
者
が
異
同

・

を
追
加
し
た
。

18

19

こ
れ
ら
の
内
、
異
同
1
・
2
・
5
・
6
・
7
・
8
・
9
・

・

・

・

10

14

16

・

に
つ
い
て
は
、
無
刊
記
本
（
原
版
）
の
諸
本
間
に
異
同
が
生
じ
て
お

18

19

り
、
修
訂
の
結
果
生
じ
た
異
同
と
考
え
ら
れ
る
。
無
刊
記
本
（
原
版
）
を
除

く
諸
本
は
、
修
訂
後
の
本
文
を
有
す
る
箇
所
で
は
匡
郭
縦
寸
の
推
移
を
無
刊

記
本
（
原
版
）
と
同
じ
く
し
、
修
訂
前
の
本
文
を
有
す
る
箇
所
で
は
匡
郭
縦

寸
の
推
移
を
無
刊
記
本
（
覆
刻
版
）
と
同
じ
く
す
る
。
こ
の
こ
と
は
無
刊
記

本
（
覆
刻
版
）
が
無
刊
記
本
（
原
版
）
の
初
版
初
印
本
に
極
め
て
近
い
も
の

を
版
下
と
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

異
同
4
・

・

・

・

は
振
り
仮
名
の
有
無
で
あ
る
。
山
崎
氏
は
⑦

11

12

13

17

無
刊
記
（
三
原
）
を
初
版
初
印
本
と
見
て
、
後
に
こ
れ
ら
の
振
り
仮
名
が
附

加
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、『
春
曙
抄
』
の
諸
本
に
お
い
て
、
振

り
仮
名
を
有
す
る
も
の
の
匡
郭
縦
寸
が
長
く
、
有
し
な
い
も
の
の
匡
郭
縦
寸

が
短
い
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
異
同
が
原
版
と
覆
刻
版
と
の
間
の
異
同
で
あ
る

こ
と
を
裏
付
け
る
。
す
な
わ
ち
、
如
上
の
5
箇
所
の
異
同
は
覆
刻
の
際
の
彫

り
落
と
し
に
よ
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
異
同

は
「
一
」
の
有
無
で

15

あ
る
が
、
同
様
の
理
由
で
彫
り
落
と
し
と
見
ら
れ
る
。
な
お
、
⑦
無
刊
記

（
三
原
）
が
初
版
初
印
本
で
な
い
と
す
る
理
由
は
後
述
す
る
。

異
同
3
は
「
二
」
の
有
無
で
あ
る
が
、
⑭
伊
八
高
橋
（
春

）
で
は
掠
れ

375

て
お
り
、
⑫
上
坂
（
春

）
で
は
僅
か
に
細
い
線
が
見
え
る
。
い
ず
れ
も
こ

359

の
箇
所
に
お
い
て
無
刊
記
本
（
原
版
）
と
匡
郭
縦
寸
の
推
移
を
同
じ
く
す
る

こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
原
版
の
経
年
劣
化
に
よ
り
当
該
箇
所
が
削
れ
て
い
っ

た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
異
同
の
現
れ
方
と
匡
郭
縦
寸
の
長
短
と
の
関
係
に
は
矛
盾
が
な

く
、
匡
郭
縦
寸
の
長
短
に
よ
る
分
類
は
有
効
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

六

無
刊
記
本
以
外
の
諸
本

つ
い
で
、（
二
）
上
坂
本
以
下
の
諸
本
の
検
討
を
す
る
。

（
二
）
上
坂
本
の
⑩
上
坂
（
架
蔵
）・
⑪
上
坂
（
春

）・
⑫
上
坂
（
春

）

361

359

は
、【
表
一
】【
表
三
】
に
示
し
た
よ
う
に
、
多
く
が
4
丁
を
単
位
（

）と
し
て
不

24

規
則
に
原
版
か
覆
刻
版
と
同
様
の
匡
郭
縦
寸
の
推
移
を
見
せ
る
。
紙
幅
の
都

合
で
載
せ
ら
れ
な
い
が
、（
二
）
上
坂
本
同
士
で
全
丁
を
通
じ
て
同
様
の
匡

4



郭
縦
寸
の
推
移
を
見
せ
る
も
の
も
存
在
す
る
（

）。
こ
の
こ
と
は
上
坂
勘
兵
衛
が

25

原
版
と
覆
刻
版
と
の
二
組
の
板
木
を
所
有
し
、
組
み
替
え
て
刷
行
し
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
或
い
は
板
の
摩
耗
対
策
と
し
て
、
適
宜
使
用
す
る
板

を
変
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
三
）
山
崎
本
に
関
し
て
は
、『
割
印
帳
（

）』
の
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
十

26

二
月
二
十
五
日
付
の
記
事
に
「〈
寛
政
元
酉
（

）冬
／
一
枕
双
紙
春
曙
抄
／
墨
付

27

三
百
六
十
丁
〉〈
再
／
全
十
三
冊
〉〈
願
人
板
元
／
同
人
（
稿
者
注
：
山
崎
金

兵
衛
）〉」
と
見
え
、
こ
こ
で
主
た
る
版
元
が
京
か
ら
江
戸
に
移
っ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、「
再
」
と
あ
る
が
、
別
版
は
生
じ
て
い
な
い
。

（
三
）
山
崎
本
は
、
続
く
（
四
）
伊
八
高
橋
本
の
刊
記
に
見
え
る
寛
政
六

年
（
一
七
九
四
）
七
月
ま
で
の
五
年
弱
と
短
期
間
の
出
版
と
見
え
、
残
存
点

数
も
少
な
い
よ
う
で
あ
る
（

）。
そ
の
た
め
か
、（
二
）
上
坂
本
ほ
ど
の
異
同
の

28

激
し
さ
は
な
い
が
、（
三
）
山
崎
本
同
士
で
も
僅
か
な
が
ら
差
異
は
あ
る
。

こ
の
差
異
が
す
な
わ
ち
二
組
の
版
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
は
し
な
い

が
、（
四
）
伊
八
高
橋
本
以
降
の
諸
本
と
匡
郭
縦
寸
の
推
移
が
完
全
に
は
一

致
し
な
い
こ
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
山
崎
金
兵
衛
も
二
組
の
板
木
を
所
有
し

て
い
た
可
能
性
が
相
当
に
存
す
る
。

（
四
）
伊
八
高
橋
本
以
降
の
諸
本
は
【
表
一
】【
表
三
】
に
示
し
た
よ
う
に
、

総
て
全
丁
を
通
じ
て
同
様
の
匡
郭
縦
寸
の
推
移
を
見
せ
る
。（
四
）
伊
八
高

橋
本
以
降
、『
春
曙
抄
』
の
板
木
は
一
組
の
み
が
伝
わ
っ
て
い
っ
た
と
見
て

良
い
だ
ろ
う
。
残
り
の
一
組
の
行
方
は
不
明
で
あ
る
。
後
考
を
俟
つ
。
な
お
、

（
四
）
伊
八
高
橋
本
の
表
紙
見
返
し
に
「
再
板
」
と
記
す
も
の
（

）が
あ
る
が
、

29

こ
こ
で
も
別
版
は
生
じ
て
い
な
い
。

七

無
刊
記
本
に
お
け
る
板
木
の
混
用

さ
て
、『
春
曙
抄
』
に
関
連
し
た
刊
記
は
（
二
）
上
坂
本
の
『
装
束
抄
』

に
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
と
あ
る
も
の
が
そ
の
嚆
矢
で
あ
る
が
、
そ
れ

以
前
に
も
『
春
曙
抄
』
を
取
り
扱
っ
て
い
た
書
肆
が
あ
っ
た
こ
と
が
書
籍
目

録
か
ら
判
明
す
る
。
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
刊
『
増益
書
籍
目
録
大
全
（

）』
に

30

は
「〈
十
二
／
山
本
八
／
小
川
〉
同
（
稿
者
注
：
清せ
い

少せ
う

納な

言こ
ん

）
春し
ゅ
ん

曙じ
ょ

抄

北

村
季
吟

九
匁
」
と
、
京
の
山
本
八
某
と
小
川
某
と
の
名
が
見
え
る
。

こ
の
記
事
と
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
伝
本
に
、
柳
枝
軒
小
川
多
左
衛
門

の
広
告
が
附
さ
れ
て
い
る
⑦
無
刊
記
（
茨
城
）
が
あ
る
（

）。
な
お
、
広
告
に
は

31

「
今
昔
物
語
〈
和
朝
卅
冊
内
十
五
冊
／
出
来
宇
治
大
納
言
〉」
と
あ
り
、
享
保

五
年
（
一
七
二
〇
）
か
ら
同
十
八
年
に
新
刻
さ
れ
た
広
告
と
知
ら
れ
る
（

）。
32

【
表
一
】
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
⑦
無
刊
記
（
茨
城
）
は
無
刊
記
本
（
原

版
）
と
同
様
の
匡
郭
縦
寸
の
推
移
を
一
部
に
見
せ
る
一
方
で
、
無
刊
記
本

（
覆
刻
版
）
と
同
様
の
匡
郭
縦
寸
の
推
移
を
見
せ
る
箇
所
も
存
在
す
る
。
な

お
、
全
丁
に
対
し
て
の
原
版
の
割
合
は
2
割
強
で
あ
り
、
巻
七
以
降
に
集
中

す
る
（

）。
そ
れ
ら
は
多
く
が
4
丁
を
単
位
と
し
て
お
り
、
印
刷
後
に
各
丁
を
組

33
み
替
え
た
の
で
は
な
く
、
原
版
と
覆
刻
版
と
の
板
木
自
体
が
混
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
な
お
、
⑧
無
刊
記
（
三
原
）
も
全
丁
を
通
じ
て
⑦
無

刊
記
（
茨
城
）
と
同
様
の
匡
郭
縦
寸
の
推
移
を
示
す
た
め
、
こ
れ
ら
が
取
り

合
わ
せ
本
な
ど
で
は
な
く
、
刷
行
当
時
の
原
態
を
留
め
て
い
る
伝
本
で
あ
る

蓋
然
性
は
極
め
て
高
い
。
以
上
の
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
伝
本
の
成
立
が

無
刊
記
本
（
原
版
）
よ
り
も
早
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

5



そ
し
て
、
興
味
深
い
の
は
、
⑦
無
刊
記
（
茨
城
）
と
対
称
的
な
匡
郭
縦
寸

の
推
移
を
示
す
⑨
無
刊
記
（
春

）
が
存
在
す
る
点
で
あ
る
。
⑨
無
刊
記

345

（
春

）
は
、
⑦
無
刊
記
（
茨
城
）
が
原
版
を
用
い
て
い
る
丁
で
は
覆
刻
版

345
を
用
い
、
覆
刻
版
を
用
い
て
い
る
丁
で
は
原
版
を
用
い
る
。
つ
ま
り
、
⑦
無

刊
記
（
茨
城
）
と
⑧
無
刊
記
（
春

）
と
が
、
原
版
と
覆
刻
版
と
を
分
け
合

345

う
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
板
木
の
移
動
に
関
す
る
記
録
が
見
出
せ
な

い
以
上
、
確
言
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
伝
本
が
成
立
す
る
に
至

る
状
況
を
考
え
て
み
た
い
。

板
木
が
混
用
さ
れ
て
い
る
⑦
無
刊
記
（
茨
城
）
が
、
無
刊
記
本
（
原
版
）

や
無
刊
記
本
（
覆
刻
版
）
よ
り
後
に
成
立
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
し
て
、

元
禄
九
年
刊
『
増益
書
籍
目
録
大
全
』
の
「
小
川
」
が
小
川
多
左
衛
門
の
こ
と

を
指
す
と
す
る
と
、
享
保
十
四
年
刊
の
（
二
）
上
坂
本
よ
り
も
成
立
が
早
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
は
こ
れ
を
前
提
と
す
る
。

一
つ
に
は
、
原
版
と
覆
刻
版
の
持
ち
主
が
そ
れ
ぞ
れ
板
木
の
一
部
を
相
手

方
預
け
と
し
た
結
果
、
混
雑
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

年
代
は
下
る
が
、『
太
平
楽
府
』
の
版
元
で
あ
る
竹
苞
楼
と
そ
の
海
賊
版

を
出
版
し
た
田
中
屋
半
兵
衛
と
が
、
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
の
和
議
の
結

果
、
一
部
の
板
木
を
互
い
に
相
手
方
預
け
と
し
、
手
持
ち
の
板
木
の
み
で
は

完
本
を
拵
え
ら
れ
な
く
し
た
事
例
を
、
永
井
一
彰
（

）氏
が
紹
介
し
て
い
る
。

34

『
春
曙
抄
』
に
お
い
て
も
同
様
に
原
版
と
覆
刻
版
と
を
互
い
に
持
ち
合
っ

た
も
の
の
、
い
く
つ
か
の
板
木
に
お
い
て
混
雑
が
生
じ
、
⑦
無
刊
記
（
茨

城
）
や
⑨
無
刊
記
（
春

）
の
よ
う
な
伝
本
が
発
生
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

345

こ
の
場
合
、
覆
刻
版
は
海
賊
版
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
作
製
者
は
小

川
ら
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
初
版
初
印
に
近
い
伝
本
を
季
吟
生

前
に
ど
こ
か
ら
手
に
入
れ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

も
う
一
つ
に
は
、
季
吟
は
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
に
江
戸
に
召
さ
れ
る

が
、
そ
の
際
に
原
版
を
小
川
ら
に
売
り
払
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
小
川
多
左
衛
門
と
山
本
八
某
と
で
買
い
取
り
、
原
版

と
覆
刻
版
と
を
分
け
合
っ
た
と
考
え
る
の
が
最
も
妥
当
だ
ろ
う
。

こ
の
場
合
に
は
、
覆
刻
版
の
作
製
を
季
吟
が
許
し
て
い
た
可
能
性
が
生
じ

る
。
例
え
ば
、
無
刊
記
本
（
原
版
）
は
門
下
生
へ
の
配
布
用
、
無
刊
記
本

（
覆
刻
版
）
は
一
般
販
売
用
な
ど
の
よ
う
に
区
別
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ

よ
う
。
原
版
に
は
逐
次
修
訂
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
此
草
子

第
一
の
秘
訣
也
〔
中
略
〕
此
段
可
受
師
伝
」
と
、
門
下
生
に
対
す
る
と
考
え

ら
れ
る
文
言
が
あ
る
こ
と
も
こ
の
よ
う
な
想
像
を
さ
せ
る
所
以
で
あ
る
。

八

終
わ
り
に

本
稿
で
は
、
主
と
し
て
『
春
曙
抄
』
の
諸
本
系
統
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

は
じ
め
に
、
遅
く
と
も
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
七
月
ま
で
に
無
刊
記
本

（
原
版
）
が
成
立
し
た
。
現
在
確
認
さ
れ
る
中
で
は
「
大
和
屋
文
庫
本
」
が

最
も
初
版
初
印
に
近
い
。

そ
の
後
、
初
版
初
印
に
近
い
伝
本
を
基
に
、
遅
く
と
も
元
禄
六
年
（
一
六

九
三
）
ま
で
に
無
刊
記
本
（
覆
刻
版
）
が
成
立
し
た
。
以
降
は
原
版
と
覆
刻

版
と
の
取
り
合
わ
せ
方
が
異
な
る
の
み
で
あ
り
、
別
版
は
生
じ
な
い
。

つ
い
で
、
⑦
無
刊
記
（
茨
城
）
の
よ
う
な
、
無
刊
記
の
両
版
混
用
本
が
出

現
す
る
。
⑦
無
刊
記
（
茨
城
）
の
成
立
は
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
か
ら
同
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十
八
年
頃
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
恐
ら
く
各
書
肆
が
板
木
を

一
組
ず
つ
所
持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
新
出
伝
本
の
如
何
に
よ
っ
て

は
（
二
）
上
坂
本
同
様
、
一
書
肆
が
両
版
を
所
持
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
四
月
刊
行
の
（
二
）
上
坂
本
に
至
り
、
両
版

を
一
書
肆
が
所
持
す
る
よ
う
に
な
る
。
続
く
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
十

月
刊
行
の
（
三
）
山
崎
本
も
同
様
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、（
二
）
上
坂
本
や

（
三
）
山
崎
本
で
は
板
木
単
位
で
本
文
異
同
が
様
々
な
現
れ
方
を
す
る
。

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
七
月
刊
行
の
（
四
）
伊
八
高
橋
本
に
お
い
て
、

一
書
肆
が
板
木
一
組
の
み
を
所
持
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
以
降
は
明
治
二

十
七
年
（
一
八
九
四
）
五
月
刊
行
の
（
八
）
博
文
館
本
ま
で
同
じ
板
の
組
み

合
わ
せ
で
刷
ら
れ
続
け
る
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
系
統
図
を
描
く
と
左
図
の
よ
う
に
な
る
。
四
角
囲
み

を
し
た
各
伝
本
群
を
繋
ぐ
線
が
単
線
の
場
合
は
一
組
、
複
線
の
場
合
は
二
組

の
板
木
が
移
動
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
点
線
は
覆
刻
の
基
と
な
っ
た
こ

と
を
示
す
。
な
お
、
⑦
⑧
⑨
の
箇
所
に
つ
い
て
は
暫
定
案
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
板
木
の
混
用
は
、
異
同
や
版
面
の
比
較
の
み
で
は
判
断
が
つ

き
に
く
い
。『
春
曙
抄
』
の
他
に
も
、
覆
刻
版
が
存
在
す
る
も
の
や
同
程
度

の
判
形
の
別
版
が
存
在
す
る
も
の
に
お
い
て
、
同
様
の
現
象
が
生
じ
て
い
る

可
能
性
が
多
分
に
あ
る
。
本
稿
で
用
い
た
手
法
が
そ
の
よ
う
な
場
合
に
有
効

に
機
能
し
よ
う
。
本
稿
が
一
事
例
と
し
て
参
考
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

【
附
記
】『
春
曙
抄
』
諸
本
書
誌
一
覧

〔
凡
例
〕

・
本
稿
で
主
と
し
て
取
り
扱
っ
た
伝
本
の
書
誌
を
、
略
称
、
所
蔵
機
関
、
冊
数
、

表
紙
色
、
表
紙
寸
法
（
縦
×
横
）、
刊
記
、
所
蔵
者
整
理
番
号
、
備
考
の
順
に

記
し
た
。
各
項
は
空
白
で
区
切
っ
た
。
略
称
の
丸
数
字
は
伝
本
群
の
成
立
順
、

同
一
伝
本
群
内
で
は
伝
本
の
成
立
順
を
推
定
し
て
附
し
た
。

・
総
て
大
本
、
袋
綴
じ
で
あ
り
、『
春
曙
抄
』
は
全

巻
で
欠
巻
は
な
い
。
印
記

12

に
つ
い
て
は
、
特
記
す
べ
き
も
の
の
み
を
備
考
に
記
し
た
。

①
無
刊
記
（
春

）
相
愛
大
学
図
書
館
（
春
曙
文
庫
）
6
冊

朽
葉
色
表
紙

334

二
七
・
〇
糎
×
一
九
・
七
糎

春
三
三
四
（
一
）
無
刊
記
本

巻
十
二

丁
24

ウ
に
「
慮
庵
」
印
あ
り
。
第
6
冊
裏
表
紙
見
返
し
に
「
延
宝
六
午
文
月
上

競
」
と
識
語
あ
り
。
異
同
1
「
利
」
に
「
木
」
を
補
筆
す
る
。
異
同

「
き
ぬ

16

7



ひ
の
せ
ぬ
ひ
」
の
は
じ
め
の
「
ひ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
あ
り
。
表
紙
右
肩
に
「
共
六

／
咸
」
と
記
し
た
八
角
の
紙
を
貼
付
す
る
。

②
無
刊
記
（
学

）
学
習
院
大
学
日
本
語
日
本
文
学
科

6
冊

浅
葱
色
表
紙

5002

二
七
・
一
糎
×
一
九
・
四
糎

九
一
四
・
三
一
―
五
〇
〇
二
（
一
）
無
刊
記

本

巻
十
二

丁
ウ
に
「
慮
庵
」
印
あ
り
。
第
5
冊
裏
表
紙
の
み
後
補
縹
色
表

24

紙
。
前
後
遊
紙
一
丁
あ
り
（
第
5
冊
末
の
み
欠
）。
巻
四
、

丁
と

丁
と
が

15

16

乱
丁
。
墨
・
朱
書
入
あ
り
。

③
無
刊
記
（
宣
長
）
本
居
宣
長
記
念
館

冊

朽
葉
色
表
紙

二
七
・
三
糎

12

×
一
九
・
四
糎
（
一
）
無
刊
記
本

巻
十
二

丁
ウ
に
「
慮
庵
」
印
あ
り
。

24

本
居
宣
長
旧
蔵
。
宣
長
自
筆
書
入
あ
り
。

④
無
刊
記
（
春

）
相
愛
大
学
図
書
館
（
春
曙
文
庫
）
6
冊

青
鈍
色
表
紙

351

二
七
・
三
糎
×
一
九
・
四
糎

春
三
五
一
（
一
）
無
刊
記
本

背
に
「
共
十

二
／
共
十
二
」
と
あ
り
、
も
と
は

冊
本
。
題
簽
を
重
ね
て
貼
付
す
る
。

12

⑤
無
刊
記
（
春

）
相
愛
大
学
図
書
館
（
春
曙
文
庫
）

冊

浅
葱
色
表
紙

347

11

二
六
・
四
糎
×
一
九
・
五
糎

春
三
四
七
（
一
）
無
刊
記
本

巻
七
・
八
が

合
綴
さ
れ
る
。
発
一
ノ
一
が
発
四
の
後
に
あ
る
。
墨
・
朱
書
入
あ
り
。

⑥
無
刊
記
（
神
宮
）
神
宮
文
庫

冊

青
鈍
色
表
紙

二
八
・
〇
糎
×
一

12

九
・
七
糎

和
三
門
一
七
二
九
（
一
）
無
刊
記
本

第

冊
裏
表
紙
見
返
し

12

に
「
奉
納
／
枕
草
子
春
曙
抄

一
部

十
二
巻
／
元
禄
六
年
／
癸
酉
九
月
吉
日

京
清
水
新
右
衛
門
常
之
」
と
識
語
あ
り
。
墨
・
朱
書
入
あ
り
。

⑦
無
刊
記
（
茨
城
）
茨
城
県
立
歴
史
館

6
冊

青
鈍
色
表
紙

二
七
・
四
糎

×
一
九
・
二
糎

長
島
（
照
）
家
史
料

、
同

（
一
）
無
刊
記
本

巻
十

28

33

二

丁
ウ
に
「
日
本
橋

小
川
／
書
林
柳
枝
軒
／
彦
九
郎
」
印
あ
り
。
第
6
冊

24
裏
表
紙
見
返
し
に
茨
城
多
左
衛
門
の
広
告
を
附
す
。
第
1
冊
は
長
島
（
照
）
家

史
料

、
第
2
〜
6
冊
は
長
島
（
照
）
家
史
料

。
第
1
冊
冒
頭
に
後
補
の

33

28

『
装
束
抄
』
が
合
綴
さ
れ
る
。『
装
束
抄
』
は
紙
の
色
が
異
な
る
。
巻
十
、

丁
23

が
重
複
。
巻
十
一
、

丁
が
落
丁
。
朱
書
入
あ
り
。

11

⑧
無
刊
記
（
三
原
）
三
原
市
立
図
書
館

6
冊

青
鈍
色
表
紙

二
七
・
二
糎

×
一
九
・
五
糎
（
一
）
無
刊
記
本

⑨
無
刊
記
（
春

）
相
愛
大
学
図
書
館
（
春
曙
文
庫
）

冊

青
鈍
色
表
紙

345

12

二
七
・
〇
糎
×
一
九
・
〇
糎

春
三
四
五
（
一
）
無
刊
記
本

発
端
一
ノ
一

な
し
。
墨
書
入
あ
り
。

⑩
上
坂
（
架
蔵
）
架
蔵

6
冊

朽
葉
色
表
紙

二
五
・
四
糎
×
一
八
・
八
糎

（
二
）
上
坂
本

第
1
冊
は
『
装
束
抄
』
と
『
春
曙
抄
』
巻
一
・
二
と
で
構
成

さ
れ
る
。

⑪
上
坂
（
春

）
相
愛
大
学
図
書
館
（
春
曙
文
庫
）

冊
附
1
冊

浅
葱
色
表

361

12

紙

二
五
・
六
糎
×
一
九
・
二
糎

春
三
六
一
（
二
）
上
坂
本
『
装
束
抄
』

1
冊
を
附
す
。
発
一
ノ
一
が
発
四
の
後
に
あ
る
。

⑫
上
坂
（
春

）

冊
附
1
冊

浅
葱
色
表
紙

二
七
・
一
糎
×
一
九
・
〇
糎

359

12

春
三
五
九

相
愛
大
学
図
書
館
（
春
曙
文
庫
）
（
二
）
上
坂
本
『
装
束
抄
』

1
冊
を
附
す
。
発
一
ノ
一
が
発
一
の
前
に
あ
る
。

⑬
山
崎
（
今
治
）
今
治
市
河
野
美
術
館

冊
附
1
冊

浅
黄
色
表
紙

二

12

六
・
八
糎
×
一
八
・
九
糎

三
一
二
―
四
二
〇
（
三
）
山
崎
本
『
装
束
抄
』

1
冊
を
附
す
。『
春
曙
抄
』
第

冊
末
尾
に
山
崎
金
兵
衛
（
山
金
堂
）
の
広
告

12

3
丁
を
附
す
。
墨
書
入
あ
り
。

⑭
伊
八
高
橋
（
春

）
相
愛
大
学
図
書
館
（
春
曙
文
庫
）

冊
附
1
冊

浅
葱

375

12

色
小
葵
表
紙

二
六
・
〇
糎
×
一
九
・
一
糎

春
三
七
五
（
四
）
伊
八
高
橋

本
『
装
束
抄
』
1
冊
を
附
す
。『
春
曙
抄
』
第

冊
末
尾
に
須
原
屋
伊
八
（
青

12

黎
閣
）
の
広
告
3
丁
を
附
す
。『
春
曙
抄
』
第

冊
裏
表
紙
見
返
し
の
刊
記
右

12

側
に
も
広
告
あ
り
。

⑮
伊
三
郎
（
春

）
相
愛
大
学
図
書
館
（
春
曙
文
庫
）

冊
附
1
冊

浅
葱
色

373

12

小
葵
表
紙

二
六
・
一
糎
×
一
九
・
〇
糎

春
三
七
三
（
五
）
伊
三
郎
本

『
装
束
抄
』
1
冊
を
附
す
。

⑯
伊
八
（
架
蔵
）
架
蔵

冊
附
1
冊

水
色
表
紙

二
五
・
九
糎
×
一
八
・

12

八
糎
（
六
）
伊
八
本
『
装
束
抄
』
1
冊
を
附
す
。『
装
束
抄
』
表
紙
見
返
し

に
「
北
村
季
吟
註
／
枕
草
子
春
曙
抄
〈
再
板
／
十
三
冊
〉
／
東
都
書
肆

青
黎

8



閣
」
と
印
刷
す
る
。

⑰
橋
本
（
架
蔵
）
架
蔵

6
冊

山
吹
色
表
紙

二
六
・
六
糎
×
一
九
・
六
糎

（
七
）
橋
本
本

第
6
冊
は
『
春
曙
抄
』
巻
十
一
・
十
二
と
『
装
束
抄
』
と
で

構
成
さ
れ
る
。
第
1
冊
表
紙
見
返
し
の
赤
地
の
紙
に
「
北
村
季
吟
註
／
枕
草
子

春
曙
抄
〈
再
板
／
十
三
冊
〉
／
東
都
書
肆

酔
耕
堂
蔵
梓
」（
⑯
伊
八
（
架
蔵
）

に
入
木
し
た
も
の
）
と
印
刷
す
る
。
全
冊
裏
表
紙
見
返
し
に
刊
記
が
附
さ
れ
る
。

⑱
博
文
館
（
春

）
相
愛
大
学
図
書
館
（
春
曙
文
庫
）
6
冊
附
1
冊

砥
の
粉

386

色
表
紙

二
六
・
一
糎
×
一
九
・
二
糎

春
三
八
六
（
八
）
博
文
館
本

康

煕
綴
じ
。『
装
束
抄
』
1
冊
を
附
す
。『
装
束
抄
』
表
紙
見
返
し
の
赤
地
の
紙
に

「
北
村
季
吟
註
／
枕
草
子
春
曙
抄
／
東
京
書
林

博
文
館
蔵
版
」
と
印
刷
す
る
。

注（1
）
野
村
貴
次
『
北
村
季
吟
古
注
釈
集
成
解
説

季
吟
本
へ
の
道
の
り
』（
新

典
社
、
昭

・
3
、
北
村
季
吟
古
註
釈
集
成

別
1
）

58

（
2
）
荒
滝
雅
俊
「
北
村
季
吟
著
『
枕
草
子
春
曙
抄
』
の
刊
行
年
に
つ
い
て
」

（『
解
釈
学
』

輯
、
平
5
・

）

10

11

（
3
）
山
崎
正
伸
「
北
村
季
吟
『
枕
草
子
春
曙
抄
』
の
改
訂
版
出
版
に
つ
い
て
」

（『
二
松
学
舎
大
学
論
集
』

号
、
平

・
3
）

47

16

（
4
）
／
は
改
行
、〈

〉
は
割
注
を
示
す
。（

）
で
備
考
を
記
し
た
。
以
降
同

様
。

（
5
）
『
装
束
抄
』
の
刊
記
は
（
二
）
上
坂
本
に
入
木
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
6
）
『
春
曙
抄
』
の
刊
記
は
多
く
最
末
冊
裏
表
紙
見
返
し
に
附
く
。
以
降
の
諸

本
も
同
様
。
な
お
、（
四
）
伊
八
高
橋
本
の
刊
記
の
半
丁
の
右
半
分
は
広
告

で
あ
る
。

（
7
）
『
装
束
抄
』
の
刊
記
は
（
三
）
山
崎
本
の
刊
年
以
外
を
削
っ
た
も
の
で
あ

る
。
以
降
、（
八
）
博
文
館
本
ま
で
『
装
束
抄
』
の
刊
記
は
同
版
の
た
め
省

略
す
る
。

（
8
）
『
春
曙
抄
』
の
刊
記
は
（
四
）
伊
八
高
橋
本
と
は
別
版
で
あ
る
。

（
9
）
『
春
曙
抄
』
の
刊
記
は
（
五
）
伊
三
郎
本
の
書
肆
名
を
修
訂
し
た
も
の
で

あ
る
。
井
上
和
雄
編
・
坂
本
宗
子
増
訂
『
増
訂
慶
長
以
来
書
賈
集
覧
』（
高
尾
書
店
、

〔
初
版
〕
大
5
・
9
、〔
増
訂
版
〕
昭

・

）
に
は
大
槻
如
電
氏
の
寄
稿
と

45

12

し
て
、「
二
代
伊
八
の
時
天
保
元
年
十
二
月
火
災
に
逢
ひ
浅
草
茅
町
に
移
転

す
」
と
あ
り
、
伊
三
郎
か
ら
伊
八
へ
の
板
木
の
移
動
、
お
よ
び
（
六
）
伊
八

本
の
刊
行
は
天
保
元
年
十
二
月
以
降
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
る
。

（

）
『
春
曙
抄
』
の
刊
記
は
（
六
）
伊
八
本
に
入
木
し
た
も
の
で
あ
る
。

10
（

）
た
だ
し
、
刊
記
は
多
く
『
装
束
抄
』
に
附
き
、『
装
束
抄
』
を
欠
く
と
無

11
刊
記
本
と
区
別
が
附
か
な
く
な
る
も
の
も
あ
る
た
め
、
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
他
に
無
刊
記
の
『
春
曙
抄
』
に
無
刊
記
の
『
装
束
抄
』
が
附
属

す
る
も
の
も
見
ら
れ
る
（
架
蔵
本
）。
こ
の
『
装
束
抄
』
は
匡
郭
の
縮
み
等

か
ら
覆
刻
版
と
知
ら
れ
、
後
述
の
⑦
無
刊
記
（
茨
城
）
に
附
属
し
て
い
る

『
装
束
抄
』
と
同
版
で
あ
る
。
と
も
に
後
補
の
『
装
束
抄
』
で
あ
り
（
架
蔵

本
に
は
判
型
を
揃
え
る
た
め
の
化
粧
裁
ち
の
跡
が
見
て
取
れ
る
）、
少
な
く

と
も
『
春
曙
抄
』
に
附
属
し
て
い
る
『
装
束
抄
』
は
覆
刻
版
で
は
な
い
た
め
、

或
い
は
覆
刻
版
の
『
装
束
抄
』
は
単
独
で
販
売
さ
れ
て
い
た
も
の
と
も
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
は
本
稿
の
趣
旨
と
は
外
れ
る
た
め
、
別
途
調
査
を
行
い
た
い
。

（

）
各
丁
表
、
の
ど
側
の
匡
郭
縦
寸
の
内
法
を
〇
・
〇
五
糎
刻
み
で
計
測
し
た
。

12
（

）
加
え
て
、
適
宜
、
匡
郭
の
欠
損
や
字
体
な
ど
の
比
較
を
行
い
、
版
の
同
定

13
を
行
っ
た
。
ま
た
、
調
査
に
お
い
て
は
、
可
能
な
限
り
、
刊
記
ご
と
に
複
数

の
伝
本
を
比
較
参
照
し
た
。

（

）
『
枕
草
子
春
曙
抄

上
・
下
』（
新
典
社
、
昭

・

〜
昭

・
1
、
北
村

14

51

12

52

季
吟
古
註
釋
集
成
3
・
4
）

（

）
他
に
、
学
習
院
大
学
日
本
語
日
本
文
学
科
蔵

冊
本
（
九
一
四
・
三
一
―

15

12

五
〇
〇
二
）、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
（
稼
堂
文
庫
）
蔵

冊
12

本
（
〇
九
一
・
八
―
三
〇
三
）、
神
宮
文
庫
蔵

冊
本
（
和
三
門
四
五
四
〇
）、

12

相
愛
大
学
図
書
館
（
春
曙
文
庫
）
蔵

冊
本
（
春
三
四
八
）、
同
蔵
6
冊
附

11

1
冊
本
（
春
三
六
八
）、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
（
加
賀
文
庫
）
蔵
4
冊
本

9



（
加
一
〇
五
二
二
）
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
。

（

）
「
大
和
屋
文
庫
本
」
も
版
面
や
本
文
異
同
等
か
ら
無
刊
記
本
（
原
版
）
と

16
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
延
宝
六
年
七
月
以
前
に
も
無
刊
記
本
（
原
版
）
が
頒

布
さ
れ
て
い
た
と
見
て
誤
る
ま
い
。

（

）
収
縮
長
は
お
よ
そ
〇
・
一
糎
か
ら
一
・
一
糎
ほ
ど
の
範
囲
で
、
〇
・
五
〜

17
〇
・
六
糎
を
中
心
と
し
て
正
規
分
布
に
近
い
分
布
を
す
る
。

（

）
注
（
2
）
に
同
じ
。

18
（

）
木
村
三
四
吾
「『
西
鶴
織
留
』
諸
版
考
」（
同
『
書
物
散
策
―
近
世
版
本

19
考
』
八
木
書
店
、
平

・

、
木
村
三
四
吾
著
作
集
Ⅲ
）（
初
出
「
西
鶴
織

10

10

留
諸
版
考
」『
ビ
ブ
リ
ア
』

号
、
昭

・
8
）

28

39

（

）
廣
庭
基
介
・
長
友
千
代
治
『
日
本
書
誌
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』（
世
界

20
思
想
社
、
平

・
5
）

10

（

）
金
子
貴
昭
「
板
本
に
表
れ
る
板
木
の
構
成
―
紙
質
・
匡
郭
―
」（『
ア
ー

21
ト
・
リ
サ
ー
チ
』

号
、
平

・
3
）

12

24

（

）
『
春
曙
抄
』
の
原
版
が
基
に
し
た
版
下
の
匡
郭
縦
寸
が
二
三
糎
で
あ
っ
た

22
と
仮
定
す
る
と
、
収
縮
長
は
注
（

）
の
覆
刻
版
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
く
、

17

お
よ
そ
〇
・
一
糎
か
ら
一
・
一
糎
ほ
ど
の
範
囲
で
、
〇
・
五
〜
〇
・
六
糎
を

中
心
と
し
て
正
規
分
布
に
近
い
分
布
を
す
る
。
こ
の
こ
と
が
傍
証
と
な
ろ
う
。

（

）
注
（
1
）、（
2
）、（
3
）
に
同
じ
。

23
（

）
従
っ
て
、『
春
曙
抄
』
の
板
木
は
4
丁
張
り
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

24
（

）
例
え
ば
、
相
愛
大
学
図
書
館
（
春
曙
文
庫
）
蔵

冊
附
1
冊
本
（
春
三
六

25

12

二
）（
二
六
・
一
×
一
九
・
〇
糎
）
は
、
⑪
上
坂
（
春

）
と
同
様
の
匡
郭

361

縦
寸
の
推
移
を
示
し
、
表
紙
も
同
じ
も
の
を
用
い
て
い
る
。

（

）
朝
倉
治
彦
監
修
『
割
印
帳

東
博
本

影
印
版

第
三
巻
』（
ゆ
ま
に
書

26
房
、
平

・
8
、
書
誌
書
目
シ
リ
ー
ズ

）

19

83

（

）
寛
政
元
年
の
干
支
は
己
酉
で
あ
り
、『
装
束
抄
』
の
刊
記
の
「
巳
戌
」
は

27
単
純
な
誤
り
と
見
ら
れ
る
。

（

）
国
文
学
研
究
資
料
館
『
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
に
よ
る

28

と
、
⑬
山
崎
（
今
治
）
以
外
の
完
本
は
東
海
大
学
（
桃
園
文
庫
）
蔵

冊
本

11

（
桃
一
八

四
六
）
の
み
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
稿
者
が
完
本
を
一
組

架
蔵
す
る
。

（

）
相
愛
大
学
図
書
館
（
春
曙
文
庫
）
蔵

冊
附
1
冊
本
（
春
三
七
七
）（
二

29

12

六
・
〇
×
一
九
・
一
糎
）
な
ど
。

（

）
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『
江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集

30
成
⑵
』（
井
上
書
房
、
昭

・
6
）

38

（

）
売
り
捌
き
店
と
見
ら
れ
る
小
川
彦
九
郎
の
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
で

31
の
流
通
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（

）
た
だ
し
、
広
告
の

項
目
中
、
末
尾
の
2
項
目
分
を
印
刷
で
墨
消
し
に
し

32

23

て
い
る
。
な
お
、『
春
曙
抄
』
に
つ
い
て
は
「
清
少
納
言
春
曙
抄
〈
十
二
冊

／
季
吟
〉」
と
記
さ
れ
る
。

（

）
具
体
的
に
は
、
巻
七

丁
（
5
〜

丁
）、
巻
八

丁
（
9
〜

丁
、

33

12

16

10

12

17

〜

丁
、

丁
、

丁
）、
巻
九

丁
（
1
〜

丁
の
全
丁
）、
巻
十
8
丁

20

25

26

30

30

（

〜

丁
）、
巻
十
一

丁
（
5
〜
8
、

〜

丁
）
の
合
計

丁
で
あ
る
。

21

28

12

13

20

72

（

）
永
井
一
彰
「
竹
苞
書
楼
の
板
木
―
狂
詩
集
・
狂
文
集
を
中
心
に
―
」（『
総

34
合
研
究
所
所
報
』（
奈
良
大
学
総
合
研
究
所
）
第

号
、
平

・
3
）

15

19

※
引
用
に
際
し
て
は
適
宜
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
貴
重
資
料
の
閲
覧
・
撮
影
等
に
ご
高
配
を
賜
り
ま
し

た
各
所
蔵
機
関
、
特
に
多
く
の
資
料
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
相
愛
大
学
図
書
館

に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
み
や
が
わ
・
し
ん
や

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

10



11

21.50
21.40

21.45
21.50

21.40
21.35

21.75
21.40

21.35
21.30

21.70
21.70

21.30
21.75

22.85

③無刊記

（宣長）

②無刊記

（学） 5002

①無刊記

（春） 334

巻
十
一

22.25
22.00
21.90
21.95
21.00
21.30
21.55
21.70 ⑰橋本
（架蔵）

14丁
オ

【
表
一
】『
春
曙
抄
』
諸
本
巻
十
一
匡
郭
縦
寸
対
照
表

〔
凡
例
〕・
伝
本
の
呼
称
は
【
附
記
】
の
略
称
に
従
う
。

・
各
伝
本
の
当
該
丁
表
の
の
ど
側
の
匡
郭
縦
寸
の
内
法
を
〇
・
〇
五
糎
刻
み
で
計
測
し
、
値
を
示
し
た
。
単
位
は
糎
で
あ
る
。
無
刊
記
本
（
覆
刻
版
）（
⑥
無
刊

記
（
神
宮
））
と
同
様
の
匡
郭
縦
寸
の
推
移
を
示
す
も
の
に
網
掛
け
を
し
た
。

・
各
伝
本
を
伝
本
群
ご
と
に
二
重
線
で
区
切
っ
た
。

21.60
21.60

21.65
21.90

22.00
22.00

22.00
22.05

1
丁
オ

⑩上坂
（架蔵）

⑨無刊記

（春） 345

⑧無刊記

（三原）

⑦無刊記

（茨城）

⑥無刊記

（神宮）

⑤無刊記

（春） 347

④無刊記

（春） 351

22.20
22.20

3
丁
オ

21.50
21.80

21.45
21.30

21.45
21.70

21.90
21.85

21.90
21.90

2
丁
オ

21.70
21.95

20.90
20.90

21.50
21.80

21.70
21.80

21.85
4
丁
オ

21.30
22.10

21.20
21.20

21.25
21.95

22.15
22.10

22.30
6
丁
オ

22.00
22.00

22.30
22.30

21.90
22.30

22.40
22.35

22.40
22.40

5
丁
オ

21.00
21.75

20.80

21.90
22.35

22.45
22.40

22.45
22.50

7
丁
オ

21.95
21.90

22.20
22.20

21.90
22.20

22.30
22.30

22.30

9
丁
オ

22.20
22.10

22.50
22.50

22.20
22.55

22.60
22.60

22.60
22.70

8
丁
オ

22.00
21.95

22.35
22.30

22.20
22.40

22.40
22.40

22.40
10丁

オ
21.90

22.15
21.80

21.80
21.85

22.05
22.25

22.20
22.30

22.30

22.00
21.95
22.00
21.00
21.30
21.55
21.75 ⑯伊八
（架蔵）

⑱博文館

（春） 386

22.00
21.90

22.00
22.30

21.90
21.90

21.90

21.60

22.10
22.00
22.35
22.05
22.00
22.05
21.10
21.30
21.60
21.80 ⑮伊三郎

（春） 373

21.75

22.00
21.90
22.20

21.30
21.50
21.65 ⑬山崎
（今治）

21.35

22.00
21.85
22.25
22.00
21.95
21.90
20.90
21.25
21.50
21.70 ⑭伊八高橋

（春） 375

21.95
21.85
21.90
20.90
21.20
21.45
21.70 ⑫上坂
（春） 359

21.00

22.00
21.90
22.20
21.95
21.90
21.95
20.90

22.00

22.20
22.10
22.55
22.35
22.30
22.30
21.70
22.05
21.80
21.80 ⑪上坂
（春） 361

22.00

21.95
21.80
22.15

22.00
21.65

21.70
21.60

22.05
22.05

21.60
22.05

22.15
22.20

22.20
22.20

22.00
21.95
22.30
22.00

22.30
21.85

21.90
22.15

22.30
22.30

22.35
22.40

11丁
オ

21.80
21.75

21.80
21.80

21.70
21.70

21.80
22.10

22.30
22.20

22.30
22.30

12丁
オ

21.95
22.00

21.95
22.00

21.95
21.95

21.90
22.20

22.00

21.80
21.75

21.85
13丁

オ
21.90

21.95
21.90

21.95
21.85

21.85
21.80

22.15
21.90

22.20
21.80

21.80

22.30
22.00
21.45

21.80
21.90

21.40
21.85

22.00
22.00

22.00
22.00

15丁
オ

22.70
22.70

17丁
オ

21.90
21.90

22.20
22.20

21.90
22.20

22.40
22.30

22.40
22.45

16丁
オ

21.50
21.45

22.25
22.20

22.50
22.60

22.20
22.60

22.70
22.70

22.30
21.95
21.50

22.00
22.35
22.05
21.55

21.55

22.20
21.95
21.50

22.30
22.20
21.95
21.45

22.20
22.20
21.90

22.60
21.95
21.45
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③
②

①

21.85
21.85
22.15
22.20
22.20
⑰

⑩
⑨

⑧
⑦

⑥
⑤

④
22.55

22.10
22.60

22.65
22.60

22.60
22.70

18丁
オ

22.55
20丁

オ
22.10

22.10
22.50

22.50
22.10

22.50
22.60

22.60
22.55

22.60
19丁

オ
22.15

22.10
22.55

21.70
22.50

22.60
22.60

22.50
22.60

21丁
オ

22.05
22.05

22.40
22.40

22.05
22.40

22.60
22.50

22.50

23丁
オ

21.90
22.30

21.75
21.80

21.90
22.20

22.35
22.40

22.35
22.35

22丁
オ

21.80
22.50

21.65
21.70

22.45
22.60

22.55
22.50

22.55
24丁

オ
22.20

22.50
22.10

22.10
22.15

22.40
22.50

22.60
22.55

22.55

21.80
22.20
22.25
22.20
⑯

⑱

22.15
22.20

22.10
22.55

22.00
21.95

22.05
22.20
22.20
21.95
21.90
22.20
22.30
22.30
⑮

22.10
22.15
21.85

⑬

22.05
22.15
21.85
21.75
22.10
22.10
22.10
⑭

22.45
22.10
22.15
22.15
⑫

22.20

22.10
22.10
21.85
21.70
22.10
22.20
22.15

22.20

22.00
22.10
21.90
21.75
22.40
22.50
22.55
⑪

22.25

22.45
22.50
22.25

22.10
22.20
21.90
21.80

22.35
21.80

21.80
21.90

22.30
22.50

22.50
22.45

22.50
25丁

オ
22.10

22.35
22.55

22.50
22.45

22.50
26丁

オ
21.90

21.90
21.90

22.00
21.90

21.90
21.85

21.80
21.90

22.40
22.40

22.40
22.50

22.40
22.40

22.10
22.30

22.10
22.40

22.00
22.10

【
表
二
】『
春
曙
抄
』
異
同
箇
所
一
覧

〔
凡
例
〕・「
項
番
」
は
便
宜
上
の
通
し
番
号
、「
所
在
」
は
当
該
異
同
の
『
春
曙
抄
』
に
お
け
る
位
置
を
示
す
。

・「
項
番
」
ご
と
に
、「
異
同
箇
所
」
を
掲
出
し
、
異
同
箇
所
に
傍
線
を
附
し
た
。
文
字
の
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
（
空
白
）
と
記
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

異
同
に
「
異
同
箇
所
」
と
対
応
す
る
「
略
称
」
を
附
け
た
。
異
同
に
つ
い
て
は
初
版
初
印
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
上
に
記
し
た
。

・
異
同
の
掲
出
順
と
「
略
称
」
と
は
、
対
照
の
便
宜
上
、
山
崎
正
伸
氏
（
注
（
3
））
に
従
っ
た
。
新
出
の
異
同
（
異
同

・

）
は
末
尾
に
附
し
た
。

18

19

・「
備
考
」
と
し
て
、
異
同
の
端
的
な
説
明
を
附
し
た
。

項
番

所
在

略
称

異
同
箇
所

略
称

異
同
箇
所

備
考

異
同
1

巻
一
発
端
1
丁
オ
3
行
目

甲

利
壷
の
五
人
の
ひ
と
り
也

乙

梨
壷
の
五
人
の
ひ
と
り
也

本
文
異
同
。

異
同
2

巻
一
発
端
1
丁
オ
3
行
目

無

（
空
白
）

有

〈
天
暦
五
年
梨
壷
に
て
能
宣
元
輔
／
順
時
文
望
城
等

後
撰
を
え
ら
へ
り
〉

記
事
の
追
加
。

異
同
3

巻
一
発
端
3
丁
オ
7
行
目

○

安
貞
二
年
三
月

×

安
貞
（
空
白
）
年
三
月

本
文
の
欠
損
。

異
同
4

巻
二

丁
オ
頭
注
6
行
目

14

ア
リ

宇
治
の
中ナ
カ
ノ

君
に

ナ
シ

宇
治
の
中
君
に

傍
訓
の
有
無
。

異
同
5

巻
三
7
丁
オ
頭
注

行
目

12

甲

そ
れ
し
も
葉
か
へ
せ
ぬ

椎
の
木
を
し
も
と
の
心
也
〽
い
つ
と
な
く
葉
が
へ
ぬ

乙

そ
れ
し
も
葉
か
へ
せ
ぬ

椎
の
木
を
し
も
と
の
心
也
〽
い
つ
と
な
く
葉
が
へ
ぬ

本
文
異
同
。
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山
の
椎
柴
に
人
の
心
を
な
す
よ
し
も
か
な

堀
河
次

郎
百
首
に
仲
実
の
哥
也
猶
古
哥
尋
ぬ
へ
し

山
の
椎
柴
に
人
の
心
を
な
す
よ
し
も
か
な
〽
箸
鷹
の

と
か
へ
る
山
の
椎
柴
の
葉
か
へ
は
す
と
も
君
は
か
へ

せ
じ

異
同
6

巻
三
7
丁
ウ
頭
注

行
目

15

甲

出
雲
の
国
に
お
は
し
け
る
御
事
を
お
も
ひ
て
人
丸
か

イ
ニ
御
供
に
て
人
丸
か
と
あ
り
。
此
事
不
審
也
拾
遺

ニ
人
丸
〽
足
ひ
き
の
山
路
も
し
ら
す
白
樫
の
枝
に
も

葉
に
も
雪
の
ふ
れ
ゝ
は
と
あ
り
此
哥
の
事
に
や

乙

出
雲
の
国
に
お
は
し
け
る
御
事
を
お
も
ひ
て
人
丸
か

イ
ニ
御
供
に
て
人
丸
か
と
あ
り
。
此
草
子
第
一
の
秘

訣
也
拾
遺
ニ
人
丸
〽
足
ひ
き
の
山
路
も
し
ら
す
白
樫

の
枝
に
も
葉
に
も
雪
の
ふ
れ
ゝ
は
と
あ
り
此
段
可
受

師
伝

本
文
異
同
。

異
同
7

巻
三
9
丁
オ
頭
注

行
目

20

甲

円
機
活
法
云
。
相
鶴
経
云
。

乙

（
空
白
）
相
鶴
経
云
。

引
用
元
注
記
の
削

除
。

異
同
8

巻
三

丁
オ
1
行
目
傍
注

16

甲

形
ナ
リ
と
よ
む

乙

（
空
白
）

傍
注
の
削
除
。

異
同
9

巻
三

丁
オ
頭
注
5
行
目

23

甲

さ
は
き
て
た
る
も

此
詞
亦
可
勘

乙

さ
は
き
て
た
る
も

髪
さ
ば
き
た
る
也

て
は
助
字
也

本
文
異
同
。

異
同
10

巻
四

丁
ウ
3
行
目
傍
注

12

甲

几
帳

乙

袖
几
帳
栄
花
物
語
に
も
有
詞
也

記
事
の
追
加
。

異
同
11

巻
六
2
丁
オ
4
行
目

ア
リ

し
げ
い
し
や
は
見
奉
た
て
ま
つ

り
し
や
と
と
は
せ
給
へ
ば
。

ナ
シ

し
げ
い
し
や
は
見
奉
り
し
や
と
と
は
せ
給
へ
ば
。

傍
訓
の
有
無
。

異
同
12

巻
六
2
丁
ウ
頭
注
4
行
目

ア
リ

紅
梅
は
十
一
月
よ
り
二
月
迄マ
デ

兼
用
の
衣
也
。

ナ
シ

紅
梅
は
十
一
月
よ
り
二
月
迄
兼
用
の
衣
也
。

傍
訓
の
有
無
。

異
同
13

巻
六
2
丁
ウ
頭
注

行
目

13

ア
リ

さ
れ
ど
紅
梅
は
紅
に
重カ
サ
ネ

て
は
似
合
ず
と
也
。

ナ
シ

さ
れ
ど
紅
梅
は
紅
に
重
て
は
似
合
ず
と
也
。

傍
訓
の
有
無
。

異
同
14

巻
七

丁
オ
頭
注
1
行
目

20

甲

（
空
白
）

乙

う
と
濱
駿
河
舞
也

袖
中
抄
に
有

記
事
の
追
加
。

異
同
15

巻
十
一

丁
オ
4
行
目
傍
注

14

○

一
条
禅
閤
御
説

×

（
空
白
）
条
禅
閤
御
説

傍
注
の
有
無
。

異
同
16

巻
十
二

丁
ウ
頭
注
8
行
目

21

甲

き
ぬ
ひ
の
せ
ぬ
ひ

乙

き
ぬ
（
空
白
）
の
せ
ぬ
ひ

衍
字
の
削
除
。

異
同
17

巻
十
二

丁
オ
頭
注

行
目

22

17

ア
リ

よ
し
な
し
と
制セ
イ

し
た
る
事
あ
り

ナ
シ

よ
し
な
し
と
制
し
た
る
事
あ
り

傍
訓
の
有
無
。

異
同
18

巻
二

丁
ウ
頭
注

行
目

16

12

甲

ゆ
ふ
か
み
と
も

黒
駒
を
云
也

乙

ゆ
ふ
か
み

八
雲
云
馬
の
髪
白
き
也

本
文
異
同
。

異
同
19

巻
四
6
丁
ウ
頭
注
2
行
目

甲

（
空
白
）

乙

拾
玉
集
み
な
月
や
絶
ぬ
祭
の
馬
長
に
い
と
ゝ
そ
は
や

る
祇
の
園
生
は
慈
円

記
事
の
追
加
。
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②無刊記

（学） 5002

①無刊記

（春） 334

「大和屋
文庫本」

ナ
シ

22.00

×
22.45
乙
22.55
乙
22.55 ⑯伊八
（架蔵）

【
表
三
】『
春
曙
抄
』
諸
本
本
文
異
同
・
匡
郭
縦
寸
対
照
表

〔
凡
例
〕・
伝
本
の
呼
称
は
【
附
記
】
の
略
称
に
従
う
。

・
異
同
の
項
番
は
【
表
二
】
と
対
応
す
る
。
こ
こ
で
は
所
在
順
に
並
び
替
え
た
。

・
各
異
同
の
上
欄
に
各
伝
本
の
当
該
丁
表
の
の
ど
側
の
匡
郭
縦
寸
の
内
法
を
〇
・
〇
五
糎
刻
み
で
計
測
し
、
値
を
示
し
た
。
単
位
は
糎
で
あ
る
。
無
刊
記
本

（
覆
刻
版
）（
⑥
無
刊
記
（
神
宮
））
と
同
様
の
匡
郭
縦
寸
の
推
移
を
示
す
も
の
に
網
掛
け
を
し
た
。

・
各
異
同
の
下
欄
に
各
伝
本
の
異
同
状
況
を
略
称
で
示
し
、
修
訂
・
覆
刻
後
の
形
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
下
線
を
附
し
た
。
略
称
は
【
表
二
】
と
対
応
す
る
。

・
各
伝
本
を
伝
本
群
ご
と
に
二
重
線
で
区
切
っ
た
。

甲
22.10
甲
22.05
ナ
シ

22.00

×
(カ

ス
レ
)

22.50
乙
22.60
乙
22.60 ⑱博文館

（春） 386

22.20
22.20

22.35
22.50

22.50
22.40

22.50
異
同
1

⑨無刊記

（春） 345

⑧無刊記

（三原）

⑦無刊記

（茨城）

⑥無刊記

（神宮）

⑤無刊記

（春） 347

④無刊記

（春） 351

③無刊記

（宣長）

22.50
異
同
2

乙
甲

甲
甲

乙
乙

乙
乙

甲
甲

22.40
22.20

甲
乙

乙
乙

甲
甲

甲
22.40

22.20
22.20

22.20
22.35

22.50
22.50

22.40

○
22.40

22.10
22.15

22.15
22.40

22.55
22.50

22.40
22.50

異
同
3

乙
甲

甲

22.40
22.50

22.50
22.50

22.50
異
同
4

○
○

○
○

○
○

○
○

○

異
同
18

ア
リ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

22.40
21.90

22.00
22.10

甲
甲

甲
甲

甲
22.45

21.95
22.00

22.00
22.40

22.50
22.50

22.50
22.55

22.10

×
22.55
乙
22.60
乙
22.60 ⑮伊三郎

（春） 373

⑰橋本
（架蔵）

甲
22.05

乙
甲

甲
甲

乙

乙

甲
22.00
ナ
シ

22.00

×
(カ

ス
レ
)

22.50
乙
22.50
乙
22.50 ⑭伊八高橋

（春） 375

22.60

甲
22.10
ナ
シ

22.45
乙
22.45 ⑫上坂
（春） 359

22.60

甲
22.00
ナ
シ

21.95

×
(ホ

ボ
ナ
シ
)

22.40
乙
22.35
乙
22.35 ⑬山崎
（今治）

22.50

×
22.45
乙
22.50
乙
22.50 ⑪上坂
（春） 361

乙

乙
22.45
ア
リ

22.40

×
(ホ

ボ
ナ
シ
)

22.40
乙

×

乙
22.40
ア
リ

22.30

○
22.40
乙
22.45
乙
22.45 ⑩上坂
（架蔵）

22.50

乙
22.45
ア
リ

甲
22.10
ナ
シ

22.10

22.00
22.15

22.10
22.25

22.40
22.45

22.40
22.45

異
同
5

乙
甲

甲
甲

甲
甲

22.10
22.10

22.15
22.00

22.25
22.30

22.40
22.10

22.40
甲

甲
甲

甲
乙

乙
乙

甲
乙

甲
甲

甲

甲
22.10

甲
22.10

22.15
22.10

22.25
22.40

22.45
22.40

22.45
異
同
6

乙
甲

甲
甲

乙
甲

甲
甲

甲
甲

22.40
22.00

甲
22.15

甲
甲
22.00

22.10
乙
22.30

乙
22.25

乙
22.40

甲
22.10
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22.30
22.30

22.30
22.30

異
同
12

21.75
21.80

21.70
21.70

21.65
21.70

22.30
22.30

21.70
22.25

②
①

「
大
和
屋

文
庫
本
」

乙
22.50
甲
21.75
乙
22.55

⑯

異
同
10

21.70
21.70

22.10

ナ
シ

21.90

甲
22.10
乙
22.55
甲
21.80
乙
22.60

⑱
⑨

⑧
⑦

⑥
⑤

④
③22.30

22.30
22.30

異
同
13

21.75
21.80

21.70
21.70

21.65
21.70

22.30
22.30

21.70
22.25

21.65

22.60
異
同
7

22.30

異
同
14

21.75
21.80

21.70
21.70

21.65
21.70

22.30
22.30

21.70
22.25

21.65
21.70

21.70
22.10

22.30

甲
乙

乙
乙

乙
乙

甲

22.30

22.50
22.10

22.20
22.25

22.50
22.60

22.60
22.55

22.10
22.00

21.95
22.55

22.00
22.00

22.60
21.95

21.95
22.00

22.40
22.65

22.70
22.60

22.60

甲

22.30

22.35
21.70

21.70
21.75

22.10
22.40

22.40
22.35

22.40
異
同
8

乙
甲

甲

21.65
21.70

21.60
22.05

22.05
21.60

22.05
22.15

22.20
22.20

22.20
異
同
15

22.05
22.00

22.00

22.50
22.55

22.50
22.50

22.60
異
同
9

乙
甲

甲
甲

乙
乙

乙
乙

乙

21.80
21.80

22.40
22.55

22.50
22.50

22.50
異
同
16

21.80
21.75

21.80
21.80

21.70
21.70

22.00

異
同
19

乙
甲

甲
甲

乙
甲

甲
甲

甲
甲

22.30

22.50
21.60

21.80
21.75

甲
甲

甲
甲

甲

21.90
21.85

21.85
21.90

21.80
21.65

22.50
22.50

21.90
22.50

21.70

甲
甲

甲
甲

甲
22.15

22.20
22.00

22.10
22.10

21.95
22.20

22.20
22.20

22.20

ア
リ

ア
リ

甲
甲

甲
甲

甲
甲

乙
乙

甲
乙

甲
甲

甲
乙

22.60
甲
21.80
乙
22.65

⑮
⑰

甲
22.10

乙
甲

甲
甲

乙

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ア
リ

ア
リ

ナ
シ

ア
リ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

甲
22.10
乙
22.50
甲
21.70
乙
22.55

⑭

甲
22.10
乙

ナ
シ

ナ
シ

ア
リ

ア
リ

ナ
シ

ア
リ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ナ
シ

22.50

⑫

22.60

甲
22.00
乙
22.45
甲 21.70
乙
22.55

⑬

ア
リ

ナ
シ

ア
リ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

22.50
乙
22.40
乙
22.60

⑪

乙

乙
22.20
乙
22.50
乙 22.40
乙

甲
甲

甲
乙

乙
甲

甲
甲

甲

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ア
リ

甲

甲
22.10
甲
21.80
甲
21.75
甲
22.20

⑩

21.80

乙
22.25
乙

○
○

○
○

○
○

甲
甲

甲
甲

甲
甲

乙
甲

甲
乙

22.05
22.00

22.05
22.00

21.85
22.30

22.30
22.00

22.20
21.90

22.10
22.05

甲
22.10
乙
22.55

乙
甲

甲

×
×

×
×

×
×

○
×

×
×

○
○

×

21.80
21.90

21.85
22.35

22.55
22.50

22.50
22.50

異
同
17

22.30
22.30

22.30
異
同
11

22.00

甲
甲

甲
甲

甲
甲

乙
乙

甲
乙

甲
甲

甲
乙

乙
乙

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

22.30

21.90
21.90

21.90
21.85

21.80
22.45

22.45
21.90

22.50

21.65
21.70

21.70
22.10

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ア
リ

ア
リ

ナ
シ

ア
リ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ




